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 2 0 18 年 2 月 13 日火曜に行われた公聴会では、博士論文内容の説明と質疑
応答が行われた。その概略を以下に記述する。  
１．博士論文内容の説明  
 学位申請者は博士論文の構成に従い、 5 章構成で説明した。  




 第 2 章では、 Ge n er a l i ze d -H i gh  Ac c u r ac y  Un i ve r sa l  P o l a r i me t e r（ G -HA UP）
の光学系及び測定原理を説明した。その際、直線偏光子・直線検光子の J o ne s
ベクトル、試料の J on es 行列の導出まで立ち返ることにより、これまで曖昧
であった各種光学的物理量の定義を明確にした。これら定義の正しさは、古
くからキラルな標準結晶として用いられている α -水晶の左巻き結晶  (空間群
P3 2 2 1 )  の光学活性を測定することにより確認した。得られた結果は、過去の
いくつかの報告と比較した。  








 第 4 章では、第 2 章において明確にした各種光学的物理量の定義をキラル
なベンジル結晶に応用し、結晶構造と光学活性の符号と強度の関係を明らか
にすることを試みた。その結果、空間群 P3 1 2 1 に属する右巻きベンジル結晶
の光軸  ( c 軸 )、及び光軸に垂直な  (a 軸 )  方向の光学活性の符号は、それぞれ
右 旋 性 、 左 旋 性 を 示 し 、 5 9 0  n m に お け る 強 度 は 、 そ れ ぞ れ + 2 4 . 3  ° / mm、




 第 5 章では、前章までの研究成果を簡潔にまとめ、今後の展開を述べた。








( 1 )  ベンジルの旋回テンソルの量子化学計算は、どのような構造を対象に行
なったのか？という質問に対し、結晶構造から得られたベンジル 1 分子、及
び、結晶構造中において 3 回のらせん軸に沿って配列している 3 つのベンジ
ル分子に対して量子化学計算を行ったとの説明があった。また、ベンジルの
旋回テンソルは、どの波長に対して計算したのか？という質問に対し、 5 8 9  
n m における旋回テンソルを計算し、 5 90  n m における光学活性と比較したと
の説明があった。また、その波長にはどのような意味があるのか？という質
問に対し、ベンジルの吸収端  (遷移 )  より高波長であり、そのような波長領
域における旋回テンソルは、全ての遷移による和で表されるとの説明があっ
た。また、ベンジルの最大吸収波長は、何 n m 付近に存在するのか？という
質問に対し、約 4 2 0  n m 付近に観測され、カルボニル基の n -π*遷移に起因す
るとの説明があった。  
( 2 )  コラーゲン膜の光学活性とコラーゲン溶液の光学活性の比較において、














維化  ( 37℃インキュベート )  による影響を定量的に評価するため、③フロー
キャスト  (遠心 )  の相対加速度の調整による配向性の制御可能性を評価する
ためとの説明があった。  
( 4 )  ベンジルの絶対構造を初めて決定したということだが、過去の人は何故
決定できなかったのか？という質問に対し、ベンジルは C，H，O といった軽
元素から構成され、絶対構造の決定に利用される「 F r i d e l 則の破れ」に必要
な X 線の異常散乱項の大きさが小さいという問題があった。そのため、旧来
の装置では、 (hk l )  面に対する結晶構造因子の強度と (−h−k− l )  面に対する結
晶構造因子の強度差が精度良く測定できず、絶対構造の決定に至らなかった
のではないか、との説明があった。また、絶対構造の決定の可否は、どのパ
ラメータに着目すれば良いのか、という質問に対し、 F la c k パラメータに注
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目し、適切な値をとれば絶対構造を決定できたとして良いとの説明があった。 
( 5 )  ベンジルの薄い結晶はどのように得たのか？という質問に対し、まず、





( 6 )  本研究では、空間群 P3 1 21 に属するベンジル結晶の光学活性を測定して
いるが、反対のキラリティ P3 2 2 1 の場合の光学活性の符号と強度はどのよう
になるか？という質問に対し、 P3 1 2 1 の結果と全く逆になる、すなわち、 c
軸方向が左旋性、 a 軸方向が右旋性になるとの説明があった。  
( 7 )  量子化学計算ではどのような点が障壁になり得るのか？という質問に対
し、最大の障壁は計算にかかる時間が長いことであり、本研究では、 5 0  GB













期待され、本博士論文を博士  (理学 )  の学位論文として相応しいと認める。  
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